






　小児気管支喘息の重要な治療方法の一つとして,心身の鍛練があげられる。

そして,鍛練療法を行う場合,必ず問題になるのが,EIA であるが,運動負荷によ

り必ず喘息発作が誘発されるものでもなく,かなりトレーニングのプログラム

として厳しいものでも,日頃時間をかけ,少しづつ繰り返すことにより耐えられ

るようになり,むしろ発作を起こすどころか,肺機能の上昇と,自覚的にも楽に

なることをよく経験する。


